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1.はじめに 

中性化と塩害は、コンクリートの重大な劣化である。 

したがって、多くの研究実績があり、示方書等におい

て耐久性設計への反映方法が示されている。ところが、

生コンクリートを受発注する際に、スランプ、空気量

および呼び強度は指定されるが、中性化や塩害に関す

る目標値を指定できない。そもそも生コンクリートの 

物質透過性を確認した事例は少ない。 

以上の背景を踏まえて本研究では、生コンクリート

の呼び強度およびスランプと、中性化進行や塩分浸透

の関係を調査した。 

 

2.実験手順 

2.1 使用材料 

本研究で使用した材料は次の通りである。セメント

は、普通ポルトランドセメント(密度:3.16g/cm³)[N と

略す]と高炉セメントB種(密度:3.04g/cm³)[BBと略す]

である。細骨材は常願寺川水系(表乾密度 :2.60～

2.63g/cm³、粗粒率:2.75)、および粗骨材は常願寺川水

系(表乾密度:2.65g/cm³、粗粒率:59.0～64.0)である。

混和材はフライアッシュ(密度:2.44g/cm³)[FA と略す]

である。混和剤は標準形Ⅰ種の AE 減水剤である。 

2.2 実験ケースと配合 

実験ケースを表 1に、コンクリートの配合を表 2に

示す。 

2.3 測定方法 

 中性化深さと塩分浸透深さは、暴露期間を 91 日に

設定し、JIS A 1152 および JSCE-K 524 に準じて測定

した。 

 

3.実験結果および評価 

 図 1～4 に、呼び強度およびスランプと、中性化深

さおよび塩分浸透深さの関係を示す。各図の縦軸の数

値は平均値である。 

はじめに、中性化深さについて評価する。図 1によ

れば、呼び強度が低いほど、中性化深さは深くなるこ 

 表 1 実験ケース  

 

 

 表 2 配合 

 

 

 図 1 呼び強度と中性化深さの関係 

 

 

  図 2 スランプと中性化深さの関係 
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とが認められる。これは、呼び強度が低いほど、コン

クリート内部の細孔が粗になり、二酸化炭素は浸透し

易くなったためと考えられる 1)。一方、図 2によれば、

スランプと中性化深さの関係について、明らかな傾向

は認められない。すなわち、スランプが 18cm でも、

呼び強度が 18 と 24 と違うだけで、中性化深さは

13mm も異なる。 

 次に塩分浸透深さについて評価する。図 3によれば、

呼び強度と塩分浸透深さの関係について、明らかな傾

向は認められない。一方、図 4によれば、スランプが

大きいほど、塩分浸透深さは深くなることが認められ

る。 

以上のことから、中性化と塩分浸透では、異なる結

果が得られた。したがって、今後に実験ケースを追加

し、また考察も検討する必要がある。 

 図 5と図 6に、中性化深さと塩分浸透深さの個々の

供試体の分布を示す。これを踏まえ、表 3に n 数の最

も多いケース⑥における、ばらつきを整理する。これ

によれば、中性化深さに比べて、塩分浸透深さにおい

て、ばらつきは大きいことが認められる。 

 

4.まとめ 

1)生コンクリートの呼び強度が大きいほど、中性化が

進行した。 

2)生コンクリートのスランプが大きいほど、塩分が浸

透した。  

3)生コンクリートの耐久性指標に関して、塩分浸透は

中性化よりばらついた。 
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表 3 ケース⑥のばらつき 

 

 

 

 

 

   図 5 中性化深さの度数分布 

 

   図 6 塩分浸透深さの度数分布 
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図 3 呼び強度と塩分浸透深さの関係 

 図 4 スランプと塩分浸透深さの関係 

中性化深さ 塩分浸透深さ

平均値[mm] 1.63 14.89

分散 0.34 10.23

標準偏差[mm] 0.58 3.20
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